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研究の背景・目的 
 近年、燃油高騰や魚価低迷により沿岸漁業をとりまく社会情勢は非常に悪化しています。特

に、遠距離の漁場までの移動と大光量の漁灯を利用する沿岸イカ釣り漁業においては、操業

の効率化が急務となっています。漁業の効率化を考える上で、船下のイカ群の動きを把握する

ことは非常に重要ですが、水中ビデオカメラによる撮影や魚群探知機による計測だけでは詳

細な行動を知るには限界があります。そのため、集魚から釣獲までの船下の状況を再現する

釣獲シミュレーションモデルの開発を行いました。 

 

研究の成果 
 本研究により構築した釣獲シミュレーションモデルでは、漁灯の条件やイカの尾数、遊泳深

度、釣針の数等を変化させた場合について、船下のイカ群の動きを再現することが可能になり

ました。 

波及効果 
今後、このシミュレーションモデルを用いて、効率的な漁灯の開発や操業方法の工夫につい

て研究を進めていく予定です。 
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